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ＴＴ５０００バルクケーブル対応
現地施工用コネクタ

施工要領書

火災の危険。ヒートガンや炎の出ない加熱装置
は危険場所では火災や爆発の原因になります。
これらの装置を使用する前に可燃性物質や蒸気
が存在していないことを確認して下さい。

危険場所での作業は現場の安全指示に従って下
さい。

作業中、熱収縮チューブを焦がしたり焼いてし
まった場合、目、肌、鼻、喉に刺激性のある臭
いが発生します。

キット内容
 項目   数       名称
    A        5         TT-CK-MC-M     止め金具付きオスコネクタ
    B        5         TT-CK-MC-F       メスコネクタ
    C       12        カイナースペーサ ( 予備 2個 )
    D      65        ソルダスリーブ ( 予備 5個 )
    E       11        熱収縮チューブ ( 約 65mm）( 予備 1個 )
    F       11        熱収縮チューブ ( 約 50mm）( 予備 1個 )
    G       1         TT-MET-MC オスエンドコネクタ
    H       1         TT-FET-MC メスエンドコネクタ
     I         1         オス・メスコネクタテストツール

はじめに

本キットはＴＴ５０００センサケーブルに使用するコネクタ
５個分の部品を含んでいます。

必要工具
●ラジオペンチ ●炎が出ない加熱装置 (Ultratorch 200)
●絶縁抵抗計（20 メガ以上測定可能なもの Fluke 87 同等品）
●グリーンリー社製ストリッパー (1917 または 1918)
●カッターナイフ ● 20 ｍｍマスクテープ

注    意
●キットの専用部品を他の部品で代替しないでください。
●炎が出る加熱装置を使用しないでください。
●オスコネクタが必ず検出器側になるようにセンサケーブル
に取付けてください。
●ＴＴ５０００バルクケーブルにのみ使用してください。
他の TraceTek センサケーブルには使用できません。
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25 mm

カッターナイフの端面

黒色の被覆を切り開かないこと

305mm

38 mm

テープの端部を
取り外しやすい
ように折り曲げる

25 mmこの部分を切り開かないこと
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●施工部分にセンサケーブルのサービスループを確保できるよ
うにする。

● 20mmマスクテープをケーブル端から 38mmの位置に巻き
つける ( ページの端にあるルーラを参照してください )。

● 巻きつけたテープに隣接してさらにテープをもう一巻きす
る。

● 各テープの端部を取外しやすいように折り曲げる。

● 外層ブレードを 25mm切り開く。
● 切り開いたブレードを取除く。
● 残りのブレードを撚り合わせてテープ側に戻す。
● 戻したブレードをテープの部分端でカッターナイフで切断
する。

●カッターナイフで黒色被覆の周りに軽く筋を入れる。
●時計方向に 25mm長の被覆を回しながら引張って取除く。

● 黒色被覆を広げるためにコアを全方向に曲げる。
電線が損傷していないか確認する。

●カイナースペーサをコアにそって挿入し黒色被覆の下に入れる。

黒色被覆を掴んだり引張ったりしないこと

●黒色被覆の切断部分の出っ張りをすべて取除く。

●コアの電線をばらばらにする。
● 3本の白色電線と４本の青色ブレード線を切断する。

残りの電線を傷つけないこと。
カイナースペーサを約 0.8mm
突き出すこと

Ｃ
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25 mm

19 mm
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黒色被覆をクリップで掴まないこと。

黒色黒色

赤色

黒色黒色

赤色

メスコネクタ
(Ｂ)

オスコネクタ
(Ａ)

黄色（ラージタブ） 黄色（ラージキーウェイ）
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● 残りの電線を少しずつ伸ばしてまっすぐにする。
● 4 本の電線を 25mm長に切断する。他の電線を傷付けない
ように被覆を少しずつ取除き、全部で 19mm被覆を取除く。
黒色電線は 26 AWG (0.15mm2) スロットを使用し、赤色と
黄色電線は 22 AWG (0.4mm2) スロットを使用する。
被覆を除去するときに撚り線を傷付けないように注意する
こと。

●抵抗計を最大スケールにセットする。黒色電線と黒色被覆間
の抵抗を次の手順で測定する：黒色被覆に抵抗計のリード
をそっと触れる。他のリードを黒色電線 ( １回に１本 ) にク
リップする。各測定値が20メガ以上(測定レンジ以上になっ
ていることがあります ) の場合は次のステップに移行する。
測定結果が 20 メガ以下の場合は黒色被覆と黒色電線がセン
サケーブルの端部で接触していないか確認すること。ショー
トしていない場合はこのセンサケーブルを使用しないで弊
社に相談してください。

オス・メスコネクタのどちらに
対しても赤色、黄色電線を一度
メッキする必要があります。
●赤色、黄色電線の全線を撚る。
●ソルダースリーブ (D) を赤色
か黄色電線に通す。

●スリーブの中央のソルダー部
分が裸線に流れだすまで加熱
する。

●即座にスリーブを電線から取
除く。

●他の撚り線について同手順を
繰返す。

●使用済みソルダースリーブを
破棄する。

● オスコネクタ (A) についてのみ止め金具を小さな穴の方から
センサケーブルに通す。

●新しい 4つのソルダースリー
ブを開いている側を先にして
4本の電線に通す。

●ソルダースリーブを止まるま
でスライドさせる。

●黄色電線が正しい位
置にあれば、赤色電
線は反対側になり全
電線が正しい位置に
なります。

●コネクタをソルダースリーブに合わせる。

●止め金具が動かないようにテープで固定する。
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●コネクタをソルダー
スリーブに挿入する。

●コネクタの背部にソ
ルダースリーブを挿
入する。

●ソルダーバンドが裸
線とコネクタピンに
接触していることを
確認する。

●ソルダースリーブを完全に
熱収縮させる。焦がさない
ように熱源をゆっくり動か
し続けること。

●ソルダーバンドが溶けて完
全に電線とピンに流れ込ん
でいることを確認する。

●完全に冷えるまで動かさな
いこと。

● オスコネクタについ
ては止め金具をエン
ド端子に取付けるた
めにテープを外す。

● 両タイプのコネクタ
については適合する
エンド端子を取付け
る (G、H)。

●センサケーブ
ル端部に近い
側のテープを
取外す。

コネクタのリブ部分に
合わせること。

止め金具

メスコネクタ オスコネクタ

ＨＧ
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●コネクタ上にチューブを
6mm熱収縮させる。熱が
等分に伝わるようにトーチ
をチューブの回りにそって
動かすこと。

●コネクタのリブとチューブ
の間に小さな間隙を残すよ
うにする。 この部分

を再加熱
しないこ
と

●過熱させないこと
 過熱させるとコネクタから
チューブが外れます。

●冷めるまで次のステップに
移行しないこと。

● チューブが収縮
して滑らかな状態
になったらセンサ
ケーブルをシール
するためにチュー
ブの中央部分をさ
らに加熱する。

センサケーブル部分
を加熱しないこと。

●接着剤が温かい間に残りのテープを取外す。
●全体が完全に冷えるまで待つ。
●エンドコネクタを取外す。
●ステップ 20 の手順でコネクタのテストを実施する。

オスコネクタについては止め金具
が自由に回転すること。
必要な場合はプライヤーを使用し
て止め金具を自由に回転するよう
にすること。

接着剤がチューブの
端部から流れ出す。

●前ステップで熱収
縮させた部分を避
けながらチューブ
の残りの部分を熱
収縮させる。

1.5mmの間隙
を残すこと
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本カタログに記載する情報 ( 図を含む ) は、信頼のおけるも
のと考えていますが、その情報の完全性について保証するも
のではありません。ご使用の際には、選定した製品が用途に
適合するかどうかについて貴社にて評価・確認していただく
ことが必要です。当社の責任範囲は、製品の取引条件にて確
認されることのみであり、製品の使用、誤使用等によって起
こった偶発的、間接的損傷については、製造物責任法で定め
る場合を除き責任を負いません。仕様の変更は予告なしに行
うことがあります。また、仕様に影響を与えない範囲での材
料、工程等の変更を行うことがあります。但し、別途契約書
にて確認した取引条件についてはそれに従うものとします。

〒 214-8533
川崎市多摩区登戸 3816 番地
電話     044-900-5108
FAX      044-900-5146
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●コネクタを接合する前に細いほうのチューブを一方のセンサケーブルに通す。オス・メスコネクタをしっかりと接続する。オス・メス
コネクタ接合部分が中央になるようにチューブをスライドする。チューブの中央部分から始めて端部に向かってチューブが完全にコネ
クタの形になり接着剤が両端部から流れ出るまでしっかりと熱収縮する。

●センサケーブルを取り扱う前にコネクタ部分が冷えるのを待つ。

● テストするコネクタに適合するテストツール
を取付ける。

● センサケーブルの両端にコネクタがある場
合は反対側の端部にエンドコネクタを取付け
る。反対側の端部にコネクタが無い場合はス
テップ 2～７を実施する。電線 1と 2、3と 4
を撚り合わせる。

●テストツールピン間の抵抗値を測定するため
に抵抗計を使用する。

● 2本の長い方のピン間か 2本の短い方のピン
間の抵抗値がセンサケーブル長を示す ( 例え
ば、100 ft. センサケーブルは 400 Ωの測定値
になる )。

●中間の長さのピン間の抵抗値は 20 メガΩ以
上なければなりません。

●抵抗値測定テストの１つでも不良が発生した
場合；

1) センサケーブルの他方の端で撚り合わせた
電線を確認する。

2) コネクタを作成した近辺のセンサケーブル
に損傷 ( 挟みこみ等 ) がないか確認する。

3) 必要に応じてコネクタを切断して新しいも
のを取付ける 。

21 コネクタ部分のシール

20 コネクタ組立部分のテスト

テストするコネクタに適合するテストツールを取付ける。

オスコネクタの反対側の
ケーブル端

メスコネクタの反対側の
ケーブル端
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